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Abstract
A Studyabout8痂吻 ゴC乃励 ㈱inHiokikitag6,SatsumaProvince
一ldentificationofClassicalDivisionallinetoPresentEstate:
fromWesternSeatoGeshizono,Geshi"Home1)η・Fields"
RokuoTAKASHIMA
Inthepresentstudy,theidentificationoftheclassicaldivisionalline,whichwasdrawnintheillus一
tratedmapof3痂 勿'o'～励 κπ(ortheterritorialdivisionofestate)inH壼okikitag6,Satsumaprovince
madeupin1329,hasbeentriedforthepresentestate.Thisidentificationofthedivisionallinehas
beenstartedbyYasushiMikiin1971,andthentheauthorhasreportedanotheropinionin1978.Re一
Gently,HideoKurodahassuggestedthecompromiseopinioninl987.
Theabovethreeopinionscoincideattheviewpointthatthediv童sionaltinetracesuptheOokawa
riverstartingfromtheWesternSeaandjoinstheYamanokuchiriverofitsbranch。However,there
aredi(lerencesattheidentificationofthedivisionallinewhichturnstosouthfromtheYamanokuchi
river
.
andthenreachestheYoshitoshishrine.ThedifE'erenceofrouteamongtheabovethreeopinions
areshowninFigure2asfo110ws:
byMiki:A〔>Aダ[⇒A"
byTakashima:B・⇒B'・⇒B仔
byKuroda:C⇒ σ ゆC"
TheopinionsofMikiandKurodaarenotvalidforA"andC",sincethedivisionallineinillustrat一
edmapdosenotcoincidewiththetangentiallinetocliffofSenjud6tabutisonlyexpressedasthecon。
tactpoint.Theaut血erllasbeenrepeatedlyinsistingthevalidationoftherouteBBB'[⇒B"thatthe
routeillustratedinmapofYoshitoshivillagein1699isconsideredasthedivisionallinewiththecon・
tactpointatSenjudδta。Figure7withtheplacenamewritteninthediv量sionallineillustratedmapand
themapoftheYoshitoshivillageexpressesthecone璽udingopinionbyauthorwithrespecttotheiden一
ti五cationoftheclassicaldivisionalline.
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《個人研究》
薩摩国日置北郷下地中分の研究
中分線の現地比定 ・西海 から下司薗まで
高 島 緑 雄
は じめに
この報 告は高島緑 雄 ・小国浩寿 ・葛生雄二の三名が,1992年か ら1995年までの連年四年間 に,元
亨4年(1324)「薩摩国島津庄薩摩方 日置北郷下地中分絵図」(図1)が描出する現鹿児島県 目置郡
日吉町吉利北区を対象に実施した現地調査の成果である。調査は,①中分線の現地比定,②地頭所跡
の現状,③領家政所跡の現状,④寺雨跡の現状,⑤下司歯跡の現状に限定 した。そのうち①中分線の
現地比定 の 「下 司薗」 から 「大 セタワ」 まで と,② ・③ ・④ ・⑤ については,r駿 台史学』第97号
(1996年3月)に「元亨四年 『薩摩国島津庄薩摩方 日置北郷下地中分絵図』の現地調査一中分線 ・地
頭所 ・領家政所 ・寺薗 ・下司面一」 と題 した研究ノー トを掲載 したので,本 報告では筆者が担 当した
中分線の現地比定のうち,副題に表記する課題に限って,調査結果の知見を述べることとする。読者
には本報告第4節 に摘要 したr駿台史学』の筆者担当部分 と本報告を併読 していただければ,筆者
による 「西海」か ら 「大セタワ」に至る全中分線の比定案は,完 結 したことにな る。
元亨4年8月21日 「地頭代道慶 ・雑掌憲俊連署和与状」ωは,日 置北郷の下地中分 について,次 の
ように記述する。
日置北郷条条
一両方堺事
右,曝 者,融 干東西所立也,働 西者 白帆湊之海,向 東至干河登苫田橋,臼 後橋南仮屋崎東道於世
戸江,千手堂前能道於東江,自久留美野之大世多和,向 東至子伊集院堺,鑑舘 両方堅守此 旨為堺,
北者為領家分,南港為地頭領,相互無違越,山野河海検断已下所務,各可令」日進止之条,同干
伊作庄　,
同文書の 「伊作庄条条」が,伊作庄を東から西に貫流する伊与倉河(現伊作川)に中分の境界を設定
し,中分後に紛争が発生する余地が皆無であったのに対 して,日置北郷の中分線は,吉利集落の中心
を通過するために,文章では表現できない細部を絵図の作成によって確認する必要があったのであ
る。中分絵図は日置北郷の全体を描出する領域絵図ではな く,中分線のルー トを明示するするため
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図1 元亨4年 「薩摩国島津庄薩摩方日置北郷下地中分絵図」
〔島津家文章〕(縦62.2㌢x横97.2穿つ
「
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薩摩国日置北郷下地中分の研究 中分線の現地比定 ・西海から下司薗まで一
に,そ の近辺の 自然 ・地形 ・地物 ・土地利用 ・土地 区画 ・名称にかぎって描 出 した。小 山靖憲 が 「中
分線に焦点を合わせ,その起点から終点に視点が移動するように描かれているので,前者(伯老国東
郷庄絵図一引用者注)の領域型に対 し,導線型の絵図と呼ぶことができる」②とする所以である。
中分線の現地比定は,そのことだけが目的なのではな く,中分絵図が描 く諸地物の配置を,現地に
想定するうえに決定的な導きの線となり,中分後の領域支配の境界になるのであるから,解決される
べき重要 な課題 である。 この課題に初めて本格的な解明を試みたの は,三 木靖〔3)であ った。その成果
は,た んなる中分線比定の問題 に止まらず,絵 図そのものの研究をうなが したもの として,高 く評価
できる先駆であった。 その後,三 木に学びながらも,異 説 を提示 した筆者の比定案ωに対 して,三 木
の自説の補強㈲があ り,ま た黒 田日出男(6),奥野中彦ωの試み も続 いている。三木 ・黒田に共通す る比
定案は,中 分線を 「千手堂田」の谷(現 小字 「瀬ノ下」)丘陵崖下 に設定す る点 にあ り,ひ と り筆者
だけが中分線を 「千手堂田」の谷 と関連 させず,「ニ カタノハ シ」か ら南下す る中分線(現 町道西 山
・松ケ尾線)は ,廃 道を経て 「瀬ノ原」の現町道外屋敷 ・尾立線 に通 じ,吉 利神社東脇 から東方山地
大谷山南方の鞍部に向か うとする。形勢は筆者に.とって,す こぶる不利である。 しか し以下の行論 で
自説を補強 して,いぜんとして自説に固執する理由を明らかにし,中分線論議の姐上に乗せたいと思
㌧
つ 。
なお掲載の地図図版は,中 分絵図の方位に合わせて,天 を東,し たがって左方が北であ るこ とに,
とくに留意 していただ きた い。
1中 分線は 「千手堂田」と接線か接点か2
図2に よ り三木(A)・高島(B)・黒 田(C)三 者の比定中分線の相違 を図示する。
三木:A⇒A'(小 字 「瀬 ノ下」の谷 口)「>A"(「瀬ノ下」丘陵崖下の家屋列前面)⇒ 吉利神社 と
故寺薗進家敷地問の坂道
高島:松 ケ尾橋=「 ニカ タノハ シ」か〔5B(旧「H置久保薗道」,現町道西山 ・松 ケ尾線)⇒B'
(西利邦家東脇の廃道)φB"(小字 「瀬ノ原」の町道外屋敷 ・尾立線)⇒吉利神社の東道
黒田:松 ケ尾橋=「 ニカタノハ シ」か⇒C(旧 「日置久保薗道」,現町道西 山 ・松 ケ尾線)⇒C'
て小字 「瀬ノ下」の谷 口)⇒C"(「瀬ノ下」丘陵崖下の家屋列背面)⇒ 吉利神社 と故寺薗
進家敷地間の坂道
「西海」 を起点 とした中分線は,大 川を遡上 して旧大橋(図2の 複破線)を くぐってか ら,支 流の
山之 口川 を遡上す る。 ここまではいかな る論者にも異論がない。問題のひ とつは,中 分線が山之 口川
から右折する地点にある。三木は大川と山之口川との合流地点から約200㍍上流を右折点 とするが,
そこには明瞭な徴証がない。むしろ三木の右折点は,氏が中分線の一部に設定 した 「瀬ノ下」丘陵崖
下 の家屋列前面 の線を,北 に向けて自然に延長(A'⇒A)して,山 之 口川 とぶつかった場所に:求めて
いるようである。
ところで絵 図の中分線は,「ニカタノハシ」(=吉田橋)か ら南下 して東西列の小山の西端をかすめ
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(ここから中分線 が台地 に上がることが示唆 される),「カ リヤサキノ畠」の束 を通 り 「内面野島」内
の三本の樹木(常緑広葉樹の楠木か榎か)が立つところで東へ直角に曲がる。畠の所在は丘陵上であ
る 。 中分線は 「カリヤサキノ畠」以前で,す でに台地上に上 っているとみるべ きである。三木が 「千
手蔓田」の崖線 (A")を "地勢的線"と 表現 し,そ れを北へ延長 して山之 μ川 につなげた比定線
A'⇒Aは, 絵図の中分線が,非 "地勢的線"状 に丘陵上の畠と薗のなかを通過 しているのであるか
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図2 中分線現地比定の諸説(国土地理院空中写真 CKU74-16C19一 一2 1974年よ:り作図)
中分線比定 三木 靖A⇒A'⇒A"
高島緑雄 B⇒B'⇒B7
黒田 日出男C⇒C'⇒C"
「千手堂」等の比定
① 三本=?/高 島罵明性房 ・三宮 ● 千手堂/黒田=明性房
② 三木=千 手堂/高島=「 三本木」!黒田=三 宮
③ 黒田=千手堂
④ 黒田=「 三本木」
注) ( )内 は 「吉利惣絵図」の表記
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薩摩国日置北郷下地中分の研究一 中分線の現地比定 ・西海から下司薗まで一
ら,比 定線にそ ぐわない。筆者は絵図をこの ように判読 し,「ニカタノハ シ」を現松 ケ尾橋 に同定 し
て,中 分線の右折点 とした。黒田は筆者に賛同 している。
ところで中分絵図の 「千手堂 田」が,現 吉利北区の小字 「瀬ノ下」～「寺迫」の谷に該 当す ることは,
諸説すべてが一致す る。 ここは西北か ら東南に向かって台地に入 り込む典型的な谷田であ る。谷の両
側には顕著な崖線が連なっている。前述のように,三木は谷口からみて左手の崖下に連なる列状の家
屋群の前面 したがって屋敷列 とその目前の水田との間に中分線を通す。黒田の線は三木とすこし
違 って崖の直下 とするが,三 木の線 との間隔は,た かだか30㍍にすぎない(1:10000「吉利町全図」
による)のであるから,両者の線は程度の差である。なお黒田の比定線が高島のB線 から離れ,「瀬
ノ下」の崖下 に至 るC'線には,な ん らの徴証 もない。 ここで筆者 が強調 したい点は,中 分線 と 「千
手堂田の崖線 との関係を,ど の ように判読す るか,と い うことである。中分絵図の 「千手堂 田」の谷
には,明 らかに両側に崖線が描かれている。 しか し中分線は谷 口からみて左手の崖線 とまった く重な
っていない。つ まり中分線 と 「千 手堂田」=「瀬 ノ下」左手の崖線 とは,接 線ではない。
ひるがえって中分線 が,「三 本木」で北 か ら東に折 れる角 と 「千手堂田」 との関係をみると,そ こ
は接点 である。中分線比定の作業 には,こ の点 を確認することが,決 定的に重要である。 この ような
接点をもつ箇所を現地に探せば,現吉利神社の西南隅以外にない(ただし東折の角 と「千手堂田」=「瀬
ノ下」の谷田 との実際距離は約100㍍・比高約15㍍の急峻 な人工の坂道)。筆者が頑固 に 「三本木」
を現吉利神社境内とする理由の一つである。以上で比定中分線を 「瀬ノ下」の谷の左手の崖線(A"
・C")に求 め る こ との難 点 は,明 らか であ る。
2「 地頭所」・「寺薗」 と 「千手堂」等 との位置関係
絵図の 「地頭所」の所在(図3)が,図2・4の 地頭所跡であることは,諸 説がすべて一致す る点
である。 この地頭所跡を基準面に して,周 囲の区画を現地に特定す ることが可能である。その前提に
は,この絵図が日置北郷の 「全体を描いているのではな く,千手堂以東の吉利集落の堺線を詳細に
し,文字で表現できぬところを補い,また集落中の薗を分断する人為的直線を公示するところを課題
としている」(三木)の であるか ら,「地頭所」付近は紛争の火種を残す余地な く,きわめて正確 に描
,
かれなければならない。 この前提に立てば,「地頭所」西隣の 「吉利 寺薗」が故寺薗進家の敷地で
あ り,「明性房 ・三宮 ・千手堂」の跡は,中 分線が東西に通る現町道外屋敷 ・尾立線 を挟んで,寺 薗
家 とち ょうど北隣 に対応する小字 「瀬ノ原」の5291・5292番地の畑 に求める以外にない(図3・4)。
この一画は東側を北か ら台地 を深 く刻むガ リー(雨 裂)状 の谷で画 され,南 と西の二方を,後 述する
元禄12年「吉利惣絵図jが表す現町道で囲まれる,明 らかな区画性をもつ場所である(ただ し北の
範囲は不明)。
「千手堂」等の跡 をこの ように特定できれば,そ こと中分線=町 道を挟んで西 に位置する 「三本木」
跡は,当 然のことに現吉利神社境 内 となる。黒 田による これ らの現地比定は,一 区画内に混在する堂
祠を,図2の ① ・② ・③ のように分散させ,ま た氏は④「三本木」の比定地を特定 していないが,図
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し 1974年より作図)
2の黒田説④の場所に置いて氏の考えに反しなければ,そこは現 「瀬 ノ下」の崖下で, 谷面に農家が
連なる帯状の狭長なところにあたることになる。 これでは 「三本木」を 「千手堂田」の谷に引き降ろ
す こ とにな って しまい, 台地上であることが確実な 「内面野島」の東奥に 「三本木」を描 く中分当事
者の空間把握 から,著 しく乖離することになる。黒田がい うように, 中分絵図が 「内面野島」の範囲
を,伊 集院～ 臼吉～伊作 を結ぶ現県道37号伊集院 ・日吉線に比定で きる"大 道" にまで延ばすのは
不都合であるが,ひろびう と 「内面野島」を描 いているか らには, そ こを 「瀬 ノ下」の狭長な崖下に
想定するの は, とうてい無理であ る。む しろ 「内面野畠」 を 「三本木」=現吉利神社西北方に展開す
る字 「瀬ノ原」の町道外屋敷 ・尾立線以西の台地上一帯 (図2)に想定するのが自然であろう。
同様に奥野が 「『千手堂』(これに 「三宮」「明性房」を含む一郭) は,現在吉利神社境内地と推定
されるが, その鳥居の下は急な崖 となっている。『千手堂』前に三本の木を描 くのは, その崖の下の
・情景であろう」 とす るのは, 同じ理由で否定で きる。要するに 「三本木」を 「瀬ノ下」の谷面に降ろ
す論は, まった く成 り立たないのである。なお黒田が 「も しもこれ (「三本木」…引用者注) を神社と
見るならば, その隣に 『三宮』なるもう一つの神社があることにな り,やは り不 自然である」 とする
筆者への批判は, やや強引であるが,中 分当時 「三本木」に神社はなかったという解釈を対置できな
いであろうか。 もっともこの遁辞は,「なかったことは証明できない」歴史 研究の禁 じ手を冒すため
らいを感 じながらの発言ではあ るけれ ども… 。 い ったい に 「明性房 ・三宮 ・千手堂」 と 「三本木」
の比定地を,限 りな く西北方向に動か してい く諸説は, そ もそ も中分線を 「千手堂田」=「瀬ノ下」の
谷の崖下に設定する結果である。中分線と 「千手堂田」の崖線は接点であること と, 「地 頭 所」・「寺
薗」・「千手堂」等の位置関係から, 中分線を台地上の現町道に求め,「千手堂」等 と 「三本木」の跡
を前述の場所に比定する高島説は,まだ合理性を保っていると主張 したい。
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筆者のように 「千手堂」等を,中分線が通る町道を挟んで現寺薗進家の北に,「三本木」を現吉利
神社に比定 する案は,も う一 つの効果を もた らす。 図3の 中分絵図のAとBの 道であるが,両 道 と
も複線で描 出する主要 な道 として描かれる。そ してA道 は,次 第で触れる元禄12年「吉利惣絵 図」
に見え,地頭所跡と寺薗家 との間の道を北へ延長した谷道(現在は廃道)であり,B道も同様に 「吉
利惣絵図」 に見える谷道(現 在は廃道)に 比定で きるか も知れない。 この想定が成 り立てば,「千手
堂」等以北の各区画の現地比定に,有効な手がかりを獲得することになるだろう。
3元 禄12年「吉利惣絵図」の道
日吉町教育委員会所蔵 ・鹿児島県立歴史資料センター黎明館寄託の 「薩州日置郡吉利惣絵図」(縦
361'×横312ン)(図5)の 表 書 に,次 の文 章 があ る。
〔ママ)
公儀就御用,御 分国中綴引被仰渡,元 録 十「年己郊八月御検使差越,綱引被究置候,其節之絵図相
損候二付,後 年為不疑書写之,且 永吉境論所重出ケ平永吉城足之訳 を以,享 保+…・丙午年,大 御支
配之節,郡奉行三原武兵衛御検使二而,永吉江被召付候散際之,同年七月郡奉行同人御検使二而,被
成下候重田ケ平返地伊集院入佐村之内芋野,書加置之者也,
子時宝暦三癸酉年十月吉日
これによると,元 禄12年(1699)に作成された絵図を,宝 暦3年(1753)に 「書写」 したもの と
い う。 さて筆者の方法は,こ の絵図 を媒介に して,中 分絵図の道 を現在の道路に結びつけようとする
試みである。 ここでもっ とも注意すべ きことは,元 禄絵図の道で現在の町道 に比定できない廃道を現
行地図上に復原 し,逆 に元禄絵図が描いていない現在の町道を,頭 のなかで消去することである(図
6)。まず廃道 をみ る。中分線が 「西海」か ら大川 を束に遡上 して,前 述の中世の"大 道"と 交わる
地点 に架け られた 「ハシロハシ」に該当す る橋は,元 禄絵図に 「大橋 ロ」 という杭が立つ 「大橋」で
ある。 この土橋は現在の県道に架かる大橋か ら約100㍍上流にあった(図2)。ちなみに現大橋 のコン
クリー ト製架橋銘文 に 「昭和三十四年三月」 とあ り,大橋の移築は地元の方 々の記憶 に新 しい。 した
が って現県道 か ら東南にはずれ,旧 大橋で大川を渡るルー トは,廃 道であ る。 また 「外屋敷」の集落
からふたたび県道に戻 るルー トも廃道である。その他,前節で触れた西北から吉利の台地を刻む谷
道,寺薗進氏居宅東脇の道から現町道と直交 して北へ向かう谷道,「北方」 と注記する道から東へ向
い,山 之 口川の谷に降 りる谷道な どが廃道である。ちなみに江戸時代 にも,谷 が道に利用 されている
ことに注意を払 ってお きたい。
次に元禄絵図 と現在の町道 とが一致する道路を検討 してみる。三木は中分線の高島案に対 して,
(ママ)
「現在瀬ノ原にある町道は吉利 領 絵図では,吉利神社に近いところで瀬ノ下に下っていてそれ以後に
で きた」 とされ る。た しかに元禄絵図は,「御霊大明神」=現吉利神社脇で 「瀬ノ下」の谷 に下 る人工
の急坂があ り,ま た同 じく寺薗家南側の急坂 を明確に描 くが,そ れ とともに神社:の:東側から北側をま
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「薩州日置郡吉利惣絵図」(部分)
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図6 元禄12年「吉利惣絵図」の道の現地比定(部 分)1:10000「日吉町全図」
注1)()内 は 「吉利惣絵図」の表記
2)実線は,現在の道に比定できる 「吉利惣絵図」の道
3)破線は,「吉利惣絵図」道で,現 在は廃道
0100 200 30040(500a
〔母弾除 〕
ト ー`→ 　 も一 一丸 丸 ・一凄 こ二 二・一一… ㌶
〔舗 快〕 茜
海〕
図7 中分線の現地比定 (高島案)1:(0000「日吉町全図」
注1) 〔 〕内は中分絵図の表記
2)()内 は 「吉利惣絵図」の表記
3)明朝体は現称
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わって西へ向かう道を確i実に描 いてい る(図5・6)。三木は これを見落 と しているのではなかろ う
か。ただ し直行 して現県道に達する道は元禄絵図になく,途中で北に折れ,現西利邦家東脇の廃道と
「園林寺」(現在は廃寺)の 東 を経 て 「日置久保薗通」に通 じる。 この ように一部の廃道 を媒介に,吉
利神社の東から西⇒北⇒西北のルー トを経て 「日置久保薗通」につながる現町道が,中分線の一部と
結論で きる。結果は図2のB⇒B'⇒B"である。 これを1:10000「日吉町全図」に転写 した中分線比
定図が,図7で ある。そ こでふたたび誤植を訂正 した旧稿 を再録 して,中 分線の高島案 とする。
中分線は大川 ・山ノロ川の合流点で大川を離れ,山 ノ ロ川を東にさかのぼって 「ニカタノハシ」に
到達 する。現在 の松ケ尾橋 であろう。 ここか ら中分線は,「彼の橋 よ り南仮屋崎の東道」か ら 「世
戸」を通過 して,「千手堂 の前の道」を東へ向う,と いう。現在,松 ケ尾橋をまた ぐ南北の農道が,
水田を横断 して南端で吉利北区の台地にとりついているが,こ の農道が元禄12年「吉利惣絵図」
にい う 「日置久保薗通」にあたるとして間違いない。松ケ尾橋～ 日置久保薗通 が中分線であ る。そ
こか ら中分線 は,水 田面か ら比高20メー トルほ どの傾斜を東南 にむけて台地 を登 ってい く。その
途中で 「仮屋崎」とか 「笹戸」を通過するという。絵 図には,三 軒の住宅を描示する 「カ リヤサキ」
の集落 と 「カ リヤサキノ畠」 がある。現吉利北区に 「仮屋崎」 とい う小字はないが,絵 図上の集落
は,現 在の小字 「外屋敷」 にあたるだろう。 また享 保8年 の 「竿次帳」(r日吉町郷土 史』史料編
所収)に よると,外屋敷門の東に仮屋崎門があったから,中分線は小字 「外屋敷」の東端を通過 し
ていることになる。そこから西利邦塚東わ きの廃道を抜けて,小 字 「瀬ノ原」の開けた台地上の畠
に達する。「瀬ノ原」には鍵の手に五回屈曲する町道が東西に通 り,最後の曲り角が千手堂の跡で
ある。絵図の松の木(楠木か榎か一 筆者後注)ら しい大木三本をえがいたところは,現吉利神社
であろう(旧称御霊大明神)。西利邦家より先の町道が中分線なのである。
4む すびにかえて一「下司薗」以東の中分線比定一
絵図の中分線は,「下司薗」を通過すると,突然に具体性を失い,きわめて観念的で抽象的に直線
を描出 して 「大セタワ」に向かう。和与当事者 がこのような描示で も,中 分境界を合意で きた理由が
あったはずである。その鍵は中分線が 「大セ タワ」の直前で越 える小山にあ ると思われる。
絵図が大和絵の手法のかぎりで写実的に描いた東方山地の山容は,誰でもが感得するように,「西
海」の砂丘裏から眺望したそれ と非常に似ている。絵図の山稜線を実際のそれに特定するポイン ト
は,現 称 「鷹取場」 とい う 「大セ タワ」の鞍部であ る。 したが って 「大セタワ」北の山稜線は,現 大
谷山(標 高263.8㍍),南の山稜線は現横道山(標 高220㍍)に同定で き,「大セ タワ」 は大谷 山 と横
道山の下降稜線が合わさる標高190㍍の鞍部になる(図8)。"タワ"・"タオ"・"トウ"は 峠の同義で
あ って,'「大 セ タワ」 は"オ オセ峠"を 意味 する。
ところで,絵 図は大谷山の前衛に,南 の稜線が大谷山のそれ と重なる山を描 く。筆者は この山を現
地観察と地形図判読から標高180意の瀬之上山とする。 したがって中分線は瀬之上山の山頂を通 らな
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図8 「大セタワ」=「鷹取場」を通る中分線
い。筆者を含めて多 くの論者が,瀬之上山を中分線か通過するのではないかという予断をいだくの
は, 砂丘裏か ら中分線の大川 と山之 口川 に沿 って歩 くと,瀬 之上山の山頂がf大 セタワ」=「鷹取場」
の鞍部を隠 して,せ りあが って くるか らである。な らば中分線が通過す る小山は どこか。筆者は図
8の地形図により,鞍部から西に派出する独立の尾根と判断する。図8の"中 分尾根" である。 この
尾根は吉利の一 ・二の場所から望見できるが,多 くの場所では瀬之上山の山体に隠れて実見できな
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い 。 絵図は実見不能の"中 分尾根"を 瀬之上山の前面に"取 り出 し"て,中 分線の通過ルー トを明示
したのである。 したがって 「下司薗」以東の比定中分線は,現 町道西山 ・山之口線⇒林道大谷山線⇒
"中分尾根"⇒ 「鷹取 場」=「大 セ タワ」 とな る。
以上で筆者による 「西海」の大川河 口から 「大セタワ」に至 る中分線比定は,完 結 した。その間の
直線 距離 は,3600移で ある。
注
ω 「島津象文書」(『鎌倉遺文』28801)
(2)小山靖憲 「荘園制 と荘園絵図」(和歌山市立博物館'90秋期特別展r荘 園絵図の世界一紀ノ川流域を中心 とし
て一』所収1990年)
(3)三木靖 「薩摩国伊作庄内日置北郷下地中分絵図の問題点」(鹿児島短期大学 『研究紀要』71971年)
(4)高島緑雄 「辺境庄園の領主 と農民一薩摩国伊作庄 ・日置北郷一」(西垣晴次編 『地方文化のF本 史』3所収
1978年)
(5)三木靖 「島津荘薩摩方伊作庄日置北郷の下司と地頭」(竹内理三編 『荘園絵図研究』所収1982年)
(6)黒 田日出男 「領主の争い と荘園の分割一薩摩国伊作庄 日置北郷下地中分絵図一」(小山靖憲 ・佐藤和彦編 『絵
図にみる荘園の世界』所収1987年)
(η 奥野中彦 「薩摩国伊作庄内R置北郷下地中分絵図」(荘園絵図研究会編 『絵引荘園絵図』所収1991年)
〔付記〕現地調査にあた り,日吉町教育長今中一芳氏 ・地元研究家瀬野富吉氏 ・吉利北区在住の町会
議員諏訪免 足底 ・故寺薗遊民 ・大冨義雄氏に,多 大なご教示 とご便宜を賜った。記 して厚 く
感謝する。
(たか しま ろ くお)
